
行政施策における地球観測衛星の位置づけについて



意義：大規模自然災害
等や地球環境問題
等に対応するため、
人工衛星による地球
観測を推進し、地球
観測データを継続的
に提供することは国
が取り組むべき重要
な責務
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地球観測衛星と
第3期科学技術基本計画で
掲げる大政策目標との関係

地球観測衛星と地球観測衛星と
第第33期科学技術基本計画で期科学技術基本計画で

掲げる大政策目標との関係掲げる大政策目標との関係

大目標６：大目標６： 安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国

地球環境保全を目指した地球環境の包括的な観測・監視及び自然災害被害の
軽減や危機管理につながる恒常的な観測・監視を実施することは、国民の安心・
安全の確保と、それに係る国の施策の方針決定に不可欠。

・地球観測衛星による観測データを気象予報、洪水予測等に適用することにより、集
中豪雨等の気象災害の予測精度が向上。
・地球観測衛星による全球の長期継続的な観測を実施することで、水循環変動・気
候変動のメカニズム解明に役立てられ、自然災害や異常気象の予測にも貢献。
・災害発生時の状況把握にも地球観測データは有効であり、災害被害軽減に寄与。

地球温暖化対策に関する政策決定には、気候の現状把握、将来予測を正確に行
うことが不可欠であり、温室効果ガスや気候変動に係る包括的な観測が必要。

大目標３：大目標３： 環境と経済の両立環境と経済の両立

・２００８年にGOSATを打ち上げ、温室効果ガスの全球の濃度分布を測定し、吸
収・排出量の推定精度を高め、京都議定書における排出量削減状況の把握や
温室効果ガス排出抑制義務の適切な履行の検証等に寄与することにより、地
球環境の保全と持続的な経済の発展の両立に貢献。

水循環・気候変動の解明は、地球環境問題への対応及び持続可能な経済発展
に貢献。（エビアンG８サミット（平成１５年６月）においては、環境保護と経済発展を両立させるための地球
観測の重要性を強調。）

・地球観測衛星を通じた水循環変動・気候変動の把握と情報提供は、政治的・経
済的な安定に貢献。
・地球観測を通じた地球規模の持続的発展への貢献のみならず、漁場探査・気
象予報など実利用分野にも寄与することで経済発展に貢献。

大目標４大目標４: : イノベーター日本イノベーター日本

我が国がこれまで蓄積してきた先導的な地球観測技術を発展させ、国際的な地
球観測において、技術的優位性を維持。

・我が国は、地球観測衛星技術として世界で初めて実現した人工衛星搭載用の
温室効果ガス観測用フーリエ干渉分光計、降水観測レーダ、世界最大級のアン
テナを持つマイクロ波放射計など先導的な技術を有しており、今後の地球観測
衛星における我が国の技術的優位性を確保。



 


